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セクハラ相談窓口及び性別による差別的取扱いに関するアンケートのお願い
　愛知県弁護士会では、セクシュアル・ハラスメント（以下、「セクハラ」といいます）の防止等に関する規則に基づき、平成２１年５月にセクシュアル・ハラスメント相談窓口（以下、「愛弁セクハラ相談」といいます）を設置しました。また、セクハラ以外の性差別に関する苦情に対応するため、日弁連において、平成２４年４月より、性別による差別的取扱い等の防止に関する規則が施行されています。しかし、両制度とも現在までの相談件数は極めて少ないことから、今回、被害の実情、制度の周知性・利用しやすさ等について、会員を含めより多くの方々からご意見をお伺いしたく、アンケートへのご協力をお願いする次第です。
なお、本アンケートの結果は、会報「ＳＯＰＨＩＡ（ソフィア）」等への掲載を予定しておりますが、個人が特定できないような形で掲載に配慮しますのでご了承ください。
　また、今回のアンケートは、法律事務所の事務職員の方も対象としていることから、会員の皆さまへは、同内容のアンケートを2部配布させていただきました。お手数ですが、会員の皆様から、事務所内の事務職員の方に、本アンケートをお渡し頂けますようお願い致します。
　なお、大変お手数ですが、９月５日（木）までに本会事務局に設置のアンケート回収ボックスまたは、人権法制係宛にＦＡＸにてご回答ください。
・・・・・・・・・・・・・・・・・・　以下ご回答ください　・・・・・・・・・・・・・・・・
第１　セクハラ相談
　１　セクハラ相談窓口に関してお聞きします。
(1) あなたのお仕事は何ですか。
①弁護士（　　）　
②司法修習生（　　）　
③法律事務所事務職員（　　）
④弁護士会職員（　　）
(2)愛弁セクハラ相談を知っていますか。
①知っている（　　）→(3)、(4)へ　　②知らない（　　）
(3) (2)で「知っている」とお答えの方にお聞きします。
愛弁セクハラ相談では、電話、相談、面談等の結果、会長が配置換え等の「緊急措置」をとることができ、更に、調整委員が相手方に対する措置、助言等を与える「調整手続」、調査委員会による事案の「調査手続」も準備されています。
相談者に不利益を課してはならないことも規則に明記されています。あなたは、愛弁セクハラ相談について、どの程度知っていましたか。
①名称くらいしか聞いたことがなかった（　　）
②相談した結果、アドバイスを受けられる程度と思っていた（　　）
③相談した結果、「緊急措置」、「調整」、「調査」という手続をとることができると知っていた（　　）
④その他（具体的に　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
(4) (2)で「知っている」とお答えの方にお聞きします。
どのような方法で知りましたか。
①リーフレットを配られて（　　）
②弁護士会ホームページを見て（　　）
③他人から聞いた（　　）
④弁護士会報（ソフィア）を見て（　　）
⑤その他（具体的に　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
(5) (2)の質問のお答えに関係なくお聞きします。
愛弁セクハラ相談をもっと広報することが必要と思いますか。
①必要と思う（　　）　　②必要と思わない（　　）
(6) 愛弁セクハラ相談の効果的な広報の手段として、どのようなものが考えられますか。次の中から○を打って下さい（複数回答可）。
　尚、下記に言う「リーフレット」とは、弁護士、修習生向けに既に配布されているＡ４半分計８枚のものを言います。「チラシ」とは、愛弁セクハラ相談をＰＲするＡ４版１枚程度のものを考えています。
①チラシを弁護士会館内に掲示する（　　）
②チラシを弁護士のボックスに配布する（　　）
③チラシを各事務所にＦＡＸ送信する（　　）
④事務職員に対する研修時にチラシ・リーフレットを配布する（　　）
⑤弁護士会報（ソフィア）で愛弁セクハラ相談のＰＲをする（　　）
⑥その他（具体的に　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
(7) 現在、当会のホームページでは、愛知県弁護士会→事務職員の皆様へ→セクハラ相談窓口を各クリックして行き着くことができます。
　現在は、事務職員向けのページにしかありませんが、会員専用ページや修習生のページにも掲載すべきと思いますか。
①掲載すべきと思う（　　）　　②掲載すべきと思わない（　　）
(8) 以上の他、愛弁セクハラ相談を広く知ってもらうための工夫をお持ちであれば、教えて下さい。
（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
２　愛弁セクハラ相談を広く利用してもらうために
(1) これまで、セクシュアル・ハラスメント事案を経験したことはありますか。
①ある（　　）　　②ない（　　）
(2) これまで、弁護士、修習生、弁護士会職員、法律事務職員等に対して、セクシュアル・ハラスメント事案がなされている場面を見たり、信頼できる情報として聞いたことがありますか。
①ある（　　）　　②ない（　　）
(3) (1)または(2)で「ある」とお答えの方にお聞きします。
セクハラを経験したり，見聞きしたのは、どのような場面でしたか。
1 委員会（　　）②派閥の会合（　　）③事務所内（　　）
④事務所外（　　）⑤修習先（　　）⑥その他（　　　　　　　　　　　）
(4)(1)で「ある」とお答えの方にお聞きします。
愛弁セクハラ相談に相談しましたか。
①はい（　　）　　②いいえ（　　）→(5)へ
(5)(4)で「いいえ」の方にお聞きします。
セクハラを経験した当時、愛弁セクハラ相談を知っていましたか。
①はい（　　）→(6)へ　　②いいえ（　　）→(7)へ
(6)(5)で「はい」の方にお聞きします。
愛弁セクハラ相談に相談申込みをしなかった理由は何ですか（複数回答可）。
①第三者に相談するほどの内容ではないと考えた（　　）
②雇用関係その他上下関係等に配慮した（　　）
③相談員がどんな人かわからず、心配だった（　　）
④同じ業界なので、守秘義務の点が心配だった（　　）
⑤相談しても、得られるものがないと考えた（　　）
⑥その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
(7)(5)で「いいえ」の方にお聞きします。
愛弁セクハラ相談の窓口を知っていれば、相談したと思いますか。
①はい（　　）　　②いいえ（　　）
(8)愛弁セクハラ相談をもっと広く利用してもらうために、どのような工夫が必要と考えますか。次の中から○を打って下さい（複数回答可）。
①電話・面談相談以外に、メールや投書箱などの相談もできるようにする（　）
②専用電話による受付日（現在は月曜日のみ）を増やす（　）
③ホームページ上からダイレクトに相談申込できるようにする（　）
④相談員の期や連絡先等を記載した相談員名簿を公開する（　）
⑤相談員を利用者が選択できるようにする（　）
⑥ＰＲの際、相談者に対し勤務先から不利益を課せられないことを明示する（　）
⑦ＰＲの際、相談員の守秘義務の点では全く心配のないことを明示する（　）
⑧会員向けのセクハラ研修を実施する（　）
⑨法律事務所事務職員向けのセクハラ研修を実施する（　）
⑩その他（具体的に　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
第２　性別による差別的取扱いについて
１　「性別による差別的取扱等の防止に関する規則」の施行について
日弁連において、平成２４年４月から、「性別による差別的取扱等の防止に関する規則」が施行され、セクハラ以外の性差別に対応する窓口が設置されましたが、このような規則や仕組みを知っていましたか。
①知っている（　　）　　②知らない（　　）
２　法律事務所における募集、採用の際、あるいは、業務分担の際や婚姻、妊娠、出産の際等に、性別による差別的取扱いを受けたり、あるいは、差別的取扱いがなされているところを見たりしたことがありますか。
①ある（　　）→３へ　　②ない（　　）
３　２で「ある」とお答えの方にお聞きします。
具体的にはどのような内容でしょうか（複数回答可）。
①募集・採用の対象を男女のいずれかのみに限定する（　　）
②採用条件や選考基準を男女別にする（　　）
③業務分担を男女別にする（　　）
④教育訓練の条件・内容等について男女で差を設ける（　　）
⑤婚姻・妊娠・出産等を理由として女性に対し不利益取扱いをする
（　　）
⑥その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
４　性別による差別的取扱いを防止するために、どのような工夫が必要と考えますか（複数回答可）。
①チラシ・リーフレット等による広報（　　）
②当会における規則制定（　　）
③研修（　　）
④会報によるＰＲ（　　）
⑤その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
以上、御協力ありがとうございました。
※以下、差し支えなければお知らせ下さい。記載は自由です。
匿名ご希望の方は記載なさらなくても結構です。
１．性　別　　　男性　・　女性
２．お名前　　（　　　　　　　　　　　　　　）
３．弁護士・司法修習生の場合　…（　　　　　　）期
法律事務所事務職員の場合　…　事務所名（　　　　　　　　　　　　　　　　）
弁護士会職員の場合　　　… 本会　・　支部
＊回答は９月５日（木）までに本会事務局設置のアンケート回収ボックスまたは、
人権法制係宛にＦＡＸにてお願いいたします。
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